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令和７年度 財政援助団体等監査結果報告書 

 

第１ 監査の種類 

   財政援助団体等監査（地方自治法第１９９条第７項の規定に基づく監査） 

 

第２ 監査の概要 

１ 監査実施日 

  令和７年１１月２７日（木） 

 

２ 監査の対象とした団体・所管部局（課） 

（１）財政援助団体監査 

団 体 名 補 助 金 名 所管部局(課) 

公益社団法人 

栗原市シルバー人材センター 

栗原市シルバー人材センター事業 

補助金 

商工観光部 

産業戦略課 

 

（２）公の施設の指定管理者監査 

団 体 名 対 象 施 設 名 所管部局(課) 

公益社団法人  

栗原市シルバー人材センター 
栗原市栗駒高齢者地域福祉施設 

市民生活部 

社会福祉課 

 

３ 監査の範囲 

令和５年度及び令和６年度における補助金、指定管理に係る出納その他の事務の執

行状況 

 

４ 監査の方法 

   事前又は当日に提出（提示）を求めた所管課及び団体の関係書類等をもとに、交付

された補助金及び指定管理に係る出納、その他の事務の執行が適正に行われているか

等について試査・照合し、その事務処理の適法性等を検証しました。 

   なお、監査にあたっては、所管課及び当該団体から説明を聴取する等の方法で実施

しました。 
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第３ 監査の結果 

  令和５年度及び令和６年度における当該財政援助等に係る出納、その他の事務の執行

については、適正に執行されているものと認められました。 

 

【監 査 資 料】 

１ 監査時において所管課に提出（提示）を求めた関係書類等 

（１）補助金交付申請書類の写し 

（２）補助金交付決定通知書の写し 

（３）補助金実績報告書類の写し 

（４）補助金額を決定した関係書類等 

（５）指定管理協定書の写し 

（６）事業報告書の写し 

２ 監査時において団体に提出（提示）を求めた関係書類等 

（１）総会議案書 

（ア）沿革・概要 

（イ）組織図 

（ウ）経営方針書 

（エ）経営計画書・予算書 

（オ）営業報告書・決算報告書 

（カ）貸借対照表 

（キ）損益計算書 

（ク）部門別実績内訳表 

（ケ）財産目録・固定資産台帳 

（２）定款、諸規程、会計細則 

（３）役員関係書類（名簿等） 

（４）出納関係の帳票等 

（５）監事監査の実施関係書類 

（６）補助金等の交付申請書及び実績報告書作成根拠書類 

（７）総会、役員会の会議録等 
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公益社団法人 栗原市シルバー人材センター 

 

 

団体の概要 

１ 設立年月日 

平成２４年４月１日 

 

２ 沿革・設立目的 

合併前の町村において、高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づき高年齢

者就業機会確保事業として組織されたシルバー人材センターは、鶯沢町が平成１０

年７月、若柳町が平成１３年４月、高清水町が平成１４年１１月、瀬峰町が平成１５

年１月、栗駒町が平成１５年５月に設立された。 

平成１７年４月の市町村合併に伴い、１市町村１組織を原則としているシルバー

人材センターを統合し、社団法人栗原市シルバー人材センターを設立し、平成２４

年４月に公益法人に移行した。 

平成２７年度から派遣事業を導入し、現在は請負事業と派遣事業を実施している

が、請負事業に関しては令和６年１１月に施行されたフリーランス法（特定受託事

業者に係る取引の適正化等に関する法律）の趣旨に基づき、発注者と会員との間に

直接契約関係が生じる構造にするため、令和７年４月から包括的契約に移行された。 

また、平成１８年９月より栗原市から栗原市栗駒高齢者地域福祉施設について公の

施設の指定管理を受託し現在に至る。 

シルバー人材センターは、高年齢者が働くことを通じて生きがいを得るとともに、

活力ある地域社会づくりに貢献することを目的とする。 

 

３ 事務所の所在地 

  栗原市若柳字川南戸ノ西４番地（栗原市若柳多目的研修センター内） 

 

４ 組織（令和７年９月３０日現在） 

（１）会員数   ５３７人 

（２）役員数    １３人（理事長１人、副理事長１人、常任理事（兼事務局長） 

           １人、理事８人、監事２人）  

（３）事務局職員数  ９人（事務局長（兼常務理事）１人、総務係長１人、業務主 

        任１人、業務主事１人、主査２人、就業開拓指導員 

２人、臨時職員１人） 

 

 

 

 



４ 

 

５ 事業概要（公益社団法人 栗原市シルバー人材センター定款第４条に掲げる事業） 

（１） 臨時的かつ短期的な就業（雇用によるものは除く。）又はその他の軽易な 

業務に係る就業（雇用によるものを除く。）を希望する高年齢者のために、これ

らの就業の機会を確保し、及び組織的に提供すること。  

（２） 臨時的かつ短期的な雇用による就業又はその他の軽易な業務に係る就業 

（雇用によるものに限る。）を希望する高年齢者のために、職業紹介事業又は

宮城県シルバー人材センター連合会が行う労働者派遣事業を行うこと。 

 なお、都道府県知事から「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律（昭和４

６年法律第６８号）」第３９条に規定する業務拡大に係る業種及び職種等の

指定を受けた場合は、同種の事業を週４０時間までとすることができる。 

(３) 高年齢者に対し、臨時的かつ短期的な就業及びその他の軽易な業務に係る

就業に必要な知識及び技能の付与を目的とした講習を行うこと。 

（４） 高年齢者のための臨時的かつ短期的な就業及びその他の軽易な業務に係る 

就業を通じて、高年齢者の生きがいの充実及び社会参加の推進を図るために

必要な事業を行うこと。 

（５） 前４号に掲げるもののほか、高年齢者の多様な就業機会の確保及び地域社

会、企業等における高齢者の能力の活用を図るために必要な事業を行うこと。 

（６） その他目的を達成するために必要な事業を行うこと。 

 

６ 事業実績 

（令和５年度） 

区 分 契約件数 就業延人員 契 約 金 額 

請負事業 5,150 件 40,206 人 247,598 千円 

派遣事業 26 件 6,317 人 34,783 千円 

合 計 5,176 件 46,523 人 282,381 千円 

 

（令和６年度） 

区 分 契約件数 就業延人員 契 約 金 額 

請負事業 5,214 件 39,732 人 252,940 千円 

派遣事業 26 件 6,377 人 35,573 千円 

合 計 5,240 件 46,109 人 288,513 千円 
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７ 補助金の状況 

令和５年度から令和６年度において栗原市から交付された補助金 

補  助  金  名 令和５年度 令和６年度 

栗原市シルバー人材センター事業補助金 10,741,000 円 10,741,000 円 

 

８ 公の施設の指定管理の受託状況 

施  設  名 指定管理の期間 指定管理料 

栗原市栗駒高齢者地域福祉施設 

平成 31 年 4 月 1 日 

～令和 6 年 3 月 31 日 
18,680,000 円 

令和 6 年 4 月 1 日 

～令和 11 年 3 月 31 日 
21,800,000 円 

  ※指定管理料の金額は、協定書で定めた指定期間内の管理料総額を表記。 

 

 


